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・認定農業者との意見交換会 ・・・・・・・・・・  （４） 

アロエ生産者 大橋 勝典さん、則子さん（二俣） 
 

自宅から３０km 離れた温暖な土地で、３０㌃のビニールハウスに無農薬有機肥料 
アロエ栽培を始めて７年が経ちました。アロエ栽培を始めた頃は色々な苦労をし 
したが、今では年間収穫量３ｔを出荷しています。 
アロエの株は、根が横に広がるため田んぼの耕土を利用して栽培できますが、寒 
に弱いため冬季の間はビニールを張り温度管理をすることにより、年中収穫でき 
作物です。 
今回は、アロエ生産者の大橋さんに取材をさせていただきました。 
大橋さんの作るアロエは主に化粧品や健康食品の原料になっているため、無農薬 
こだわり、ポジティブリストの導入により隣接地の対応に力を入れたいと熱心に 
って頂きました。 
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１．加入できる方と、加入方法の種類について 
 
新農業者年金には、農業経営者のみならず、農業に従事する者も加入できるようになりました。加入には通常加入と
政策支援加入の２種類あり、一定の要件が必要です。 
 
①通 常 加 入：６０歳未満で、国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者でないこと）で、年間６０日以 
 上農業に従事する者は、誰でも加入することができます。 
②政策支援加入：次の３つの要件を満たし、かつ、次表「補助対象者区分」の①～⑤のいずれかに該当する意欲 
 ある担い手が対象になります。同一経営内での夫婦や後継者なども対象になります。 
 １．２０年要件：政策支援を申し出をした日から６０歳までの期間、新制度における保険料納 
  付済期間、および新制度におけるカラ期間を合算した期間が２０年以上見込まれること。 
 ２．所得要件:必要経費等控除後の農業所得（配偶者、後継者の場合は支払いを受けた給与） 
  が９００万円以下であること。 
 ３．年齢要件：旧制度加入者の場合は、昭和２２年１月２日以降生まれであること。 

２．保険料について 
 
保険料には、通常保険料と特例保険料があります。 
 
①通常保険料：通常加入の者が納付する保険料です。保険料の額は、それぞれの農業所得や老後設計に応じて、月額 
 ２万円から６万７千円まで千円単位で加入者が自由に決定し、また、いつでも変更できます。 
②特例保険料：政策支援（保険料の国庫補助）を受ける政策支援加入者が納付する保険料です。補助対象者が納付す 
 る保険料は、基本となる保険料２万円から補助額を除いた額となります 

 
政策支援加入の補助対象区分と特例保険料 

国庫補助額 
（自己負担分の特例保険額） 区 分 補助対象者 

３５歳未満 ３５歳以上 
① 認定農業者で青色申告者 
② 認定就農者で青色申告者 

③ 
①又は②の者と家族経営協定を締結し、
経営に参画している配偶者又は後継者 

10,000円 
(10,000円) 

6,000円 
(14,000円) 

④ 
認定農業者又は青色申告者のいずれか一
方を満たす者で３年以内に両方を満たす
ことを約束した者 

4,000円 
(16,000円) 

⑤ 
３５歳未満の後継者で３５歳までに①の
者になることを約束した者 

6,000円 
(14,000円) 

－ 

 
３．年金給付について 
 
給付の種類は、農業者老齢年金、特例付加年金、及び死亡一時金の３種類です。 
 
農業者老齢年金：加入者が納付した保険料、特例保険料およびその運用収入を基礎とする終身年 
  金です。国民年金と同様に60歳まで繰り上げ受給を選択することができます。 
特例付加年金：保険料の国庫助成額とその運用収入を基礎とする終身年金で、原則 65 歳に達 
  し、かつ、農業を営む者でなくなったときから受給できます。ただし、20 年要 
  件、年齢要件、経営継承の要件を満たす必要があります。 
死 亡 一 時 金：納付した保険料とその運用収入を原資とする農業者老齢年金の受給機会の喪失 
  を埋め合わせることが適当であることから、加入者及び受給権者が 80 歳に達 
  する前に死亡したときに、その者と生計を一にする遺族に支給されます。 
 

※ 農業者年金加入に関するパンフレットなど農業委員会にご用意していますので、お気軽にお問 
い合わせください。 
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田町 
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通七 
砂町 
 町 
仮屋町 
島町 
原町 
荷町 
谷町 
谷元町 
ツ合町 
溝町 
河町 
島田 
野田 
野田 
野田 
 合 
 川 

戸田  暁生 
山崎 和俊 
仲安  博夫 
永橋 久志 
石神 利明 
大塚  弥 
袋井  博巳 
市川 芳幸  
伊藤 茂美 
太田 薫 
和田 重弘 
JA 中溝鈴木 
佐野 禎冶 
立林 盛明 
森下 教一 
吉原  剛一 
百々 義夫 
鈴木 実 
萩原 憲一 
松浦 廉吉 
新間 良夫 
大池 定夫 
荒浪 雄一郎 
加藤 正悦 
石川 征一 
杵塚 みち江 
杉山 清次 
森川 清一郎 
町 三雄 
駒形 勝 
駒形 岳志 
大畑 邦彦 
佐野 文夫 
山田 茂治 

大 草 
千 葉 
１支部 
２支部 
３支部 
４支部 
５支部 
６支部 
７支部 
８支部 
９支部 
１０支部 
１１支部 
１２支部 
１３支部 
１４支部 
吹 木 
中 講 
本 村 
原の平 
下湯日 
沼 伏 
色尾西 
色尾東 
旧初上 
旧初下 
谷口上 
谷口下 
大 柳 
中 河 
井 口 
南 原 
岡 田 

楠 登志夫 
坂田 正夫 
塚本 幸一 
八木 昭夫 
森 義造 
杉本 勝義 
広住 弘 
栗田 保 
森下 豊寿 
飯塚 徹男 
河村 徹男 
大石 正樹 
桜井 盛夫 
提坂 欣司 
河合 章充 
村松 高雄 
松本 好久 
大井 寿生 
鈴木 忍 
冨永 真登 
宮村 五美 
数原 登 
塚本 貴史 
大塚 恒夫 
塚本 保男 
河村 健治 
杉山 俊夫 
鈴木 克育 
田代 誠 
杉本 雅司 
河村 耕司 
岡村 一廣 
松浦 茂男 

高熊 
福用 
神尾 
横岡上 
横岡中 
横岡下 
竹下東  
竹下西  
竹下下  
牛尾上 
牛尾下 
島東 
島西 
番生寺上
番生寺中
番生寺下
番生寺西
志戸呂上
志戸呂下
大代上 
大代中 
大代下 
菊川新谷
佐夜鹿 
牧ノ原 
菊川平 
菊川川向
菊川松島
神谷城東
神谷城西
神谷城下
坂町 
城山 
新町 

鈴木 秀雄 
大池 義男 
石塚 駒市 
佐京 裕 
永井 時次 
増田 武 
杉本 芳彦 
山中 祥行 
伊藤 徳雄 
松田 末明 
大石 侑伸 
横山 修一 
浅原 良王 
小林 孝男 
鈴木 義明 
石神 博章 
杉本 芳雄 
持塚 広晴 
田中 信吉 
杉山 貞夫 
山中 淳 
渡辺 新次 
鈴木 勝彦 
仲田 智史 
鈴木 進 
斉藤 一 
山田 位至 
山本 直司 
北川 晃久 
落合 幸夫 
飯塚 幸夫 
関谷 博史 
関谷 博史 
伊藤 一男 

緑町 
古横町 
横丁 
天王町 
二軒家 
清水 
中町 
扇町 
泉町 
東町西 
東町東 
宮崎町 
栄町 
根岸 
代官町 
猪土居１ 
猪土居２ 
切山１ 
切山２ 
富士見町 

大橋 正明 
斉藤 豪紀 
斉藤 豪紀 
前浦 三郎 
松本 公子 
増田 秀夫 
鈴木 廣夫 
石川 肇 
福谷 光洋 
進士 雅次 
中村 一夫 
戸田 貢 
水野 久男 
鈴木 英雄 
鈴木 利政 
藤根 五十八 
中村 睦 
松本 禎夫 
紅林 昇 
鈴木 啓允 

どうだん 島 田 市 農 業 委 員 会 だ よ り （ ４ ） 

農
業
よ
ろ
ず
相
談
会 

 
 
 

農
家
の
み
な
さ
ん
、
日
頃
農
地
の

利
用
や
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
困

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

農
業
委
員
会
で
は
、
下
記
地
区
で

出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

（
伊
久
身
・
北
部
） 

平
成
１８
年

月
２５
日 

１１

午
後
１
時
３０
分
か
ら
４
時 

Ｊ
Ａ

支
店 

北

（
六
合
） 

平
成
１９
年
１
月
２５
日 

午
後
１
時
３０

か
ら
４
時 

分

Ｊ
Ａ
六
合
支
店 

（
大
津
） 

平
成
１９
年
１
月

日 

１８

午
前
９
時
か
ら

時
３０
分 

１１

Ｊ
Ａ
大
津
支
店 

（
初
倉
） 

平
成
１９
年
２
月
４
日 

午
前
９
時
か
ら

時
３０
分 

１１

Ｊ
Ａ
初

支
店 

倉

（

原
） 

成
１９
年
２
月
２
日 

後
１
時
３０
分
か
ら
４
時 

Ａ
牧
之
原
支
店 

（

） 成
１９
年
１
月

日 

３１

前
９
時
か
ら

時
３０
分 

１１

Ａ
金
谷
支
店 

（

） 成
１９
年
２
月
１
日 

前
９
時
か
ら
１１
時
３０
分 

  

五の定を

 

対

 
 
 

場日

 
 

    

に

  
 ◎農ま

 

編

 

な押

 

ラ開だ
    
さ
い
。

牧
之平午Ｊ

金
谷平午Ｊ

五
和平午
認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会 

農
業
委
員
会
で
は
、
今
回
、
金
谷
・

和
地
区
を
対
象
に
認
定
農
業
者
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
認

農
業
者
の
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

象 金
谷
・

 
 

（
他
の
地
区
の
方
も
可
） 

五
和
地
区
認
定
農
業
者 

所 

Ｊ
Ａ
五
和
支
店 

時

月
８

 

午
後
７
時
か
ら 

 

平
成
１９
年
２

日 

全
国
農
業
新
聞

購
読 

を

し
ま
せ
ん
か
？ 

全
国
農
業
新
聞
は
、
営
農
・
生
活

役
立
つ
総
合
専
門
紙
で
す
。 

発
行
日 

毎
週
金
曜
日 

購
読
料

 
 
 
 

（
送
料
込
） 

 

一
ヶ
月
六
百
円 

購
読
の
申
し
込
み
は
、
お
近
く
の

業
委
員
又
は
農
業
委
員
会
事
務
局

。 

で
集 

後 

記 

初
冬
の
候
、
心
せ
わ
し
い
師
走
と

り
ま
し
た
が
、
本
年
も
い
よ
い
よ

し
つ
ま
り
ま
し
た
。 

島
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
カ

ー
版
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
公

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

 


